
日本一のブランド米を目指して

い
ち
ほ
ま
れ

梅雨明けを前にして、ここ2週間は一日の平均気温が平年よりかなり高く、猛暑日が続いています。幼穂形成期から登熟

期までは特に水が必要な時期です。水管理を徹底し、生育後半まで息切れさせない稲体づくりを行い収量・品質の向上を

目指しましょう。

いちほまれ

【生育時期】

いちほまれの幼穂形成期は平年並みであった。

出穂期は平年並み～やや早い程度と考えられる。

１．気象状況（7月23日現在）

ブランド米「いちほまれ」のお問い合わせは、担当営農指導員までお願いします。

３．いちほまれの今後の管理について

『いちほまれ』づくりの後半戦。仕上げ管理の徹底で品質・単収向上に繋げましょう。

登熟期 成熟期出穂期

➀斑点米 ②乳白米

カメムシ防除 間断通水 『高温時の水管理』

◼ フェーン現象時（強風時）

は、速やかに入水し、乾

燥による稲の障害を防ぎ

ましょう。

◼ 極端な高温が続く場合に

は、可能な限りこまめに

水の更新をしましょう。

農業用水『本田防除の徹底』

【防除薬剤】

⚫ チームワーク粉剤DLなど

ｲﾓﾁ病・紋枯病・ｶﾒﾑｼ類・ｳﾝｶ類

（収穫21日前まで）

⚫ ダントツH粉剤DLなど

大野西地区 5/15移植

①【今週の気象状況】 7月16日～7月22日（平年差）

⚫ 平均気温 ：かなり高温 （＋3.8 ℃/日）

⚫ 降水量 ：無し

⚫ 日照量 ：多照 （＋3.2 時間/日）

②明日以降の気象状況の予報（北陸地方） ※気象庁発表

2．生育の推移について（7月22日現在）

地域 年度
移植日
（平均）

幼穂
形成期

出穂期

R8 5/18 7/14 -

平年 5/18 7/15 8/5

R8 5/21 7/15 -

平年 5/19 7/15 8/7

平坦地

中山間

○収穫までの積算気温（目安）

1026℃


